
（施設の目的）

第一条　介護老人保健施設くじらヶ丘（以下当施設という）は、要介護状態（介護予防通所リハビリテー

ションにあっては要支援状態）と認定された利用者様に対し、介護保険法令の趣旨に従い、利用者が可能

な限り自宅で、自立した日常生活を営むとができるよう食事や入浴等の日常生活上の支援や、生活機能

向上のため通所リハビリテーション（介護予防リハビリテーション）を日帰りで提供します。

第二条

１．当施設では、利用者の有する能力に応じ、自立した日常生活を営むことができるよう、居宅サービス

    計画に基づき、医学管理のもとにおけるリハビリテーション・看護・介護、その他日常的に必要とされる

    医療並びに日常生活上の世話を行い、在宅での自立した生活を目指します。

２．当施設は、介護老人保健施設が地域の中核施設となるよう、居宅介護支援事業者、その他保険医

    療、福祉提供者及び関係市町村と密な連携を図り、利用者が地域において総合的なサービスを受け

    られるよう努めます。

３．当施設では明るく家庭的な雰囲気を重視し、利用者が自分らしく、個性豊かに過ごすことが出来るよう

    サービスの提供に努めます。

４．サービス提供に当たっては、親切丁寧に、療養上必要な事項などについて、利用者又はその家族、

    及びその代理人に説明し、同意を得て実施するように努めます。

（施設の名称及び所在地等）

第三条

１．施設名称　 介護老人保健施設　くじらヶ丘

２．開設年月日　 平成13年7月2日

３．所在地　 茨城県常陸太田市田渡町８５５-１

４．電話番号 0294-70-2611

５．施設長 医師　　杉本　和俊

6. 介護保険指定番号 0851280016

（緊急時の対応、協力医療機関等）

第四条　

１．当施設は、医師の医学的判断により、利用者に対診が必要と認められる場合、協力医療機関や、

    その他医療機関に診療を依頼する場合があります。

２．利用者の心身の状態が急変した際は、その家族及び代理人に連絡します。

（協力医療機関）

茨城県常陸太田市木崎二町２０４０

茨城県常陸太田市久米町２００

茨城県常陸太田市木崎二町９３１-２

茨城県常陸太田市金井町３６７０

茨城県常陸太田市西三町２１３２

茨城県常陸太田市木崎二町２０２１-７

茨城県ひたちなか市三反田５０８２-6
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・医療法人　藤慈会　藤井病院

・塩原歯科医院

・後藤歯科医院

・ツキムラ歯科医院

介護老人保健施設 くじらヶ丘 通所リハビリテーション（予防） 重要事項説明書

・医療法人　慈仁会　川崎クリニック

・医療法人　根本医院　

・医療法人　貞心会　西山堂病院



（従業者の職種、員数）

第五条　当施設の従事者の職種、員数は次のとおりです。（必置数は法令の定めるところによる。）

1人以上

0.３人以上

１０人以上

２４人以上

１人以上

２人以上

３人以上

１人以上

１人以上

（従業者の職務内容）

第六条

１．施設長（医師）は、利用者の症状、及び、心身の状況に応じて日常的な医学的対応を行います。

２．薬剤師は、医師の指示に基づき、施設で保管する薬剤管理を行います。

３．看護師は、医師の指示に基づき、利用者の健康状態の確認、投薬、検温、血圧測定等を行う他、居宅

    支援を行います。

    ネージャーとの連携、連絡調整を行います。また、他職種との連携を密に行います。

６．理学療法士、作業療法士は、医師の指示に基づき、リハビリテーション計画書を作成し、リハビリテ

    ーションを実施します。また、他職種と連携して、利用者の自立支援を行います。

７．支援相談員は、利用者及びその家族からの相談に適切に応じ、担当ケアマネージャーや他事業所等

    との連絡調整や連携を実施、また、利用者様の支援について他職種との連携を密に行います。

８．管理栄養士は、利用者様の栄養管理、栄養ケアマネジメント等を行います。

９．事務職員は、施設、設備の維持管理、人事、経理等の事務業務を行います。

（介護老人保健施設のサービスの内容）

第七条

１．通所リハビリサービスは、利用者の病状及び心身の状況に応じて行われる医療及び医学的管理の下

    において、看護、介護並びに日常生活の支援、栄養管理、リハビリ等を実施します。また、自宅での生

    活への自立を目指した通所リハビリテーション（介護予防）利用者の居宅における生活の継続を目指

　　し、居宅サービス計画書に基づく自立支援を実施します。

２．当施設は以下の加算項目を実施します。

・基本サービス費

・入浴加算（Ⅰ） ※要支援者は除く

・介護職員等処遇改善加算（Ⅱ）

・科学的介護推進体制加算（Ⅱ）
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５．介護支援専門員は、通所リハビリ計画書の作成、利用者、家族への説明や連絡調整他、担当ケアマ

    サービス計画書及び通所リハビリ計画書に基づく看護及び日常生活の支援を行います。

４．介護職員は、居宅サービス計画書及び通所リハビリ計画書に基づく、利用者の日常生活における介護

・サービス提供体制強化加算（Ⅲ）

・リハビリテーション提供体制加算

２．薬剤師

９．事務職員

３．看護師

４．介護士

５．介護支援専門員

６．理学療法士、作業療法士

７．支援相談員

８．管理栄養士

１．医師（施設長）



（利用者負担と額）

第八条

１．保険給付の自己負担額、及び食費、日用生活費、教養娯楽費、行事費、私物の洗濯代、理容代、

    その他費用等の利用料を、別に定める料金表により、支払いを受け、領収証を発行します。

２．利用料金の支払いは、前月利用料金の請求明細書を毎月10日以降に発行します。利用者、家族

　　及び代理人は、合意した支払方法により、毎月27日までにお支払いをお願い致します。

(施設利用に当たっての留意事項）

第九条

・利用者様、そのご家族及び代理人に、施設利用上のリスクについて、別紙にて説明し、

　了承、同意をいただきます。

・感染症予防等の観点から、持参された飲食物等の施設内保管は受け付けておりません。

・面会時間は、９：００～１５：００分ですが、感染症等の状況により、面会時間を変更、または中止と

　させていただく場合があります。体調不良の際は面会をご遠慮いただきます。

・ご利用時に、設備、物品等を破損された場合は、修理費用等についてご相談させていただく場合が

　あります。

・所持品、備品等は必要最小限度でご用意ください。

・ご利用時の定期受診や協力病院以外への他科受診等の送迎は、原則ご家族による付き添いとなります。

（禁止事項）

第十条　

・金銭、貴重品の持ち込み

・飲酒、喫煙

・火器の使用

・ペット類の持ち込み

・暴力行為、威圧的行為、反社会的行為、活動

・営利行為、宗教活動、特定の政治活動

・他利用者様、職員への迷惑行為、ハラスメント行為

（秘密保持及び個人情報の保護）

第十一条　当施設は、個人情報保護法に基づき、当施設が得た利用者様の個人情報について、サービ

スの提供にかかる以外の利用は原則行わず、外部への情報提供については、必要に応じて、利用者、

その家族様及び代理人の了承を得て行います。当事項は、利用終了後も継続します。

（非常災害対策）

第十二条　消防計画、及び水害、地震等の災害に対処する計画（BCP）に基づき、災害対策本部を設置し

非常災害対策を行います。

１．災害に係るBCPの作成、定期的な見直しを行い、職員への研修を実施します。

２．災害設備として、スプリンクラー、消火器、消火栓を設置します。

３．災害訓練を年に２回実施します。

４．災害における他施設や地域との連携を図ります。
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（事故発生の防止及び発生時の対応）

第十三条　当施設は事故防止について、下記の対策を実施します。

・事故状況、対応経過の記録。

・再発防止の取り組み。

・事故防止委員会を設置し、事故防止対策の検討、及び従業員に対する定期的な研修の実施。

１．事故発生時は、施設医師が、医学的対応が必要と判断した場合、協力医療機関、その他医療機関

    等へ診療を依頼します。

2. 当施設は、事故が発生した場合、利用者の家族及び代理人、また、保険者の指定する行政機関に速

   やかに連絡します。

（虐待防止に関する事項）

第十四条　

当施設は、「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」に基づき、利用者の

権利利益の擁護に努めます。

・虐待防止に関する指針を整備し、虐待予防に関する措置を適切に実施する担当者を設置します。

　　　（担当職員氏名：石井　拓郎）

・虐待防止委員会を設置し、虐待の防止について定期的に検討します。

・職員に対して、虐待防止に関する研修、訓練を実施します。

（身体拘束廃止に関する事項）

第十五条　当施設は原則として身体拘束を行いません。但し、自傷、他傷の恐れがある等、緊急やむを

得ない場合は、施設長（医師）の判断のもと実施し、利用者の心身の状況、緊急やむを得なかった理由、

時間帯等の詳細を診療録に記録します。

・身体拘束廃止に関する指針を整備します。

・身体拘束廃止委員会を設置し、身体拘束の廃止について定期的に検討します。

・職員に対して、身体拘束廃止に関する研修、訓練を実施します。

（記録）

第十六条　当施設は、利用者様の介護保険サービス提供に関する記録を作成し、その記録を、利用終

了から５年間保管します。

１．当施設は、利用者の通所リハビリテーション（介護予防通所リハビリテーション）の提供に関する記録を

　　作成します。

２．作成、変更については、担当者が説明を行い、関係者の同意を得ます。

(賠償責任）

第十七条

１．介護保険施設サービスの提供に伴う、当施設の責に帰すべき事由により、利用者が損害を被った場

    合、当施設は、利用者様に対して損害を賠償するものとします。

２．利用者の責に帰すべき事由により、当施設が損害を被った場合、利用者、その家族及び代理人は、

    当施設に対して、その損害を賠償するものとします。

（要望及び苦情等の相談窓口）

第十八条　当施設は支援相談員を、要望、苦情等の相談窓口としています。

電話番号　：　０２９４-７０-２６１１
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　利用者　 様　と介護老人保健施設くじらヶ丘

は、介護老人保健施設サービスの利用に関して、次のとおり利用契約を締結します。

（契約の目的）

第一条　介護老人保健施設くじらヶ丘（以下当施設という）は、要介護状態（介護予防通所リハビリテー

な限り自宅で、自立した日常生活を営むとができるよう食事や入浴等の日常生活上の支援や、生活機能

向上のため通所リハビリテーション（介護予防リハビリテーション）を日帰りで提供します。一方ご利用者様、

ご家族及びその代理人は、当施設に対し、そのサービスに対する料金を支払う事について取り決めることを

本契約の目的とします。

（適用期間）

第二条　

１．本契約は、利用者が介護老人保健施設通所リハビリテーション（介護予防）契約書を当施設に提出

　　したのち、  令和　　 年　　　月　　　日以降より効力を有します。但し、契約者に変更がある場合には、

  　新たに契約同意を得る事とします。

２．利用者は、前項に定める事項の他、本契約、及び重要事項の改定が行われない限り、初回利用時の

    同意書提出を持って、繰り返し当施設を利用する事ができるものとします。

（利用者からの契約解除）

第三条　利用者、その家族及び代理人は、当施設に対し、利用中止の意思表明をする事により、本契約

に基づく契約を解除、終了する事ができます。

（当施設からの契約解除）

第四条　当施設は、利用者、その家族及び代理人に対し、次に掲げる事由がある場合は、本契約に基づ

く契約を解除、終了する事ができます。

１．利用者が要介護認定において、自立、又は非該当と認定された場合。

２．利用者の居宅サービス（介護予防サービス）の計画で定められた利用時間数を超える場合。

３．利用者の病状、心身の状態等が悪化し、当施設での適切な施設サービスの提供範囲を超えている

    と判断された場合。

４．利用者、その家族及び代理人が、本契約に定める利用料金の支払いを２ヶ月分以上滞納し、その

    支払いを督促したのにも関わらず、１０日以内に支払いがなかった場合。
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ションにおいては要支援状態）と認定された利用者様に対し、介護保険法令の趣旨に従い、利用者が可能

介護老人保健施設　くじらヶ丘　通所リハビリテーション（予防）利用契約書



（介護サービスの内容）

第五条　重要事項説明に記載のある各種介護保険施設サービスについて、居宅サービス計画書に基づ

き提供します。

１．医師による健康管理

２．看護、介護

３．理学療法士、作業療法士によるリハビリテーション

４．計画書の立案、相談援助サービス

５．管理栄養士による栄養管理

６．入浴（一般浴、座浴、寝台浴）　※健康状態等により清拭・衣類交換の実施

７．理美容サービス

８．送迎

９．その他

（お支払い方法と期限）

第六条　

１．前月利用分の請求書を、毎月１０日以降に発行し郵送いたします。請求書が発行された月の２７日（祝

    祭日はその翌日）までにお支払いください。領収書を発行いたします。

２．お支払い方法は、現金による窓口支払い、口座振替、振込（手数料自己負担）があります。施設契約

    時にご確認致します。

３．請求書発行月の末日までにお支払いができない場合はご連絡ください。

（サービス利用にあたっての留意点）

第七条

１. 利用時、施設利用上のリスクについて説明し、同意を頂きます。（別紙）

２. 食事は特段の理由がない限り施設の提供する食事をお召し上がり頂きます。

３. 面会は午前9時～午後3時までとし、事前に申し込みが必要です。

４. 飲酒・喫煙に関しましては原則禁止とします。

５. 金銭・貴重品につきましては、個人管理とし紛失しましても責任は負いかねますのでご理解ください。

６. 健康上問題がない限り、主治医と相談の上インフルエンザ、コロナワクチンの接種をお願いします。

７. 本人及び同居家族、関係者等に感染症の発症がある場合は利用できない場合があります。

８. 施設内で感染症の流行が発生した場合、利用期間の変更・利用中止する場合があります。

９. その他、宗教活動、ペットの持ち込み、火気の取り扱い等は原則禁止とさせて頂きます。

（身元引受人）

第八条　当施設は、利用者の身元引受人を求めます。但し、身元引受人を立てることができない相当の

理由が認められる場合はこの限りではありません。身元引受人は次の各号の責任を追います。

１．医療機関に受診、入院する場合等の付き添いや円滑な手続きのための協力。

２．緊急時の連絡管理。

３．利用者の支払いに関する管理。
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　　（原則、利用時に37.5℃以上の発熱や、風邪症状が見られる際は、利用中止、または、ご家族等へ

　　　連絡させて頂き、帰宅のご協力を頂いております。）

　　食事の提供　　（昼食）１１：４５～　（その他）おやつ・飲み物の提供



(緊急時等の連絡について）

第九条

緊急時を含め、利用者の健康状態やその他必要な事項について、家族等へ連絡をさせて頂く場合が

あります。また、著しい身体の低下、意識の消失等に関しましては、緊急要請をすることがあります。

携帯電話等の通信手段は、繋がりやすい状況にして頂けるようご協力下さい。

（被保険者証等の提出について）

第十条　

1.介護保険被保険者証、負担割合証、負担限度額認定証、医療保険証などの保険書類は、施設契約

  時にご提示下さいますようお願いします。

2.保険証等の更新手続きについては、市町村等からの通知をご確認後、手続きを頂き、新しく発行された

  ものを、速やかにご提示いただけるようご協力下さい。

3.不明点につきましては、当施設窓口、又は電話にてご相談ください。

（契約者の変更）

第十一条　諸事情により、契約者が変更となる場合は、速やかにご連絡ください。変更に際しましては、

新たに、利用契約書類等へ、署名、捺印を頂きます。

（契約に定めない事項）

第十二条　この契約に定めのない事項については疑義が発生したときは、介護保険その他諸法令の定め

るところを尊重し、利用者、そのご家族及び代理人と当施設との間で、協議の上誠意を持って解決するも

のとします。
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介護老人保健施設くじらヶ丘　施設長　殿

令和 年 月 日

（利用者）
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（請求書の送付先）

氏名 （続柄） 印

住所

(身元引受人）

氏名 （続柄） 印

住所

住所

　私は、介護老人保健施設くじらヶ丘の通所リハビリテーションを利用するにあたり、利用契約書及び重要

事項説明書について、担当者による説明を受け、これらを十分に理解し同意します。

氏名 印

介護老人保健施設くじらヶ丘　通所リハビリテーション（予防）　利用同意欄


